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研
究
ノ
ー
ト
《
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鎌
倉
海
浜
ホ
テ
ル
追
憶 
（
そ
の
３
） 

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 

前
号
で
は
、
関
東
大
震
災
で
ホ
テ
ル
が
被
害
を
う
け

た
こ
と
を
述
べ
た
。
こ
の
号
で
は
引
き
続
き
震
災
前
後

の
ホ
テ
ル
の
状
況
と
、
次
い
で
昭
和
期
の
ホ
テ
ル
に
つ

い
て
述
べ
て
み
た
い
。 

大
正
五
年
に
明
治
屋
経
営
に
移
っ
た
「
株
式
会
社
海 

浜
ホ
テ
ル
」
が
盛
況
の
内
に
進
ん
で
い
た
こ
と
は
、
当

時
の
「
横
浜
貿
易
新
報
」
に
も
そ
の
様
子
が
う
か
が
え

る
。 例

え
ば
大
正
十
一
年
営
業
報
告
に
は
「
一
般
不
景
気 

の
影
響
を
受
け
ず
利
益
金
二
万
八
千
五
百
餘
円
に
し

て
年
八
分
の
配
当
を
為
し
一
千
餘
円
を
法
定
積
立
、
五

千
八
百
餘
円
を
後
期
へ
繰
り
越
し
」
（
「
横
浜
貿
易
新

報
」
三
月
六
日
）
と
あ
り
、
そ
の
後
も
好
成
績
と
宿
泊

客
の
賑
わ
い
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。 

 

同
七
月
七
日
、
米
国
海
軍
卿
デ
ン
ビ
ー
氏
一
行
四
十

余
名
を
迎
え
海
軍
省
接
待
の
昼
食
を
提
供
し
た
こ
と
、

七
月
二
十
九
日
に
は
イ
タ
リ
ア
人
歌
手
に
よ
る
「
歌
劇 

       大
演
奏
会
」
が
催
さ
れ
多
数
の
避
暑
客
に
よ
り
盛
会
、

な
ど
と
紙
面
を
賑
わ
し
て
い
る
。
ホ
テ
ル
の
「
宿
泊
料

金
」
な
ど
値
段
入
り
広
告
も
毎
月
の
よ
う
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
。
震
災
は
ま
さ
に
保
養
地
と
し
て
最
高
潮
に
あ

っ
た
ホ
テ
ル
や
鎌
倉
町
を
襲
っ
た
と
い
え
る
。 

 

鎌
倉
テ
ニ
ス
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
の
始
ま
り 

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
現
在
の
「
鎌
倉
ロ
ー
ン 

テ
ニ
ス
倶
楽
部
」
に
つ
な
が
る
、
テ
ニ
ス
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
が
海
浜
ホ
テ
ル
の
コ
ー
ト
で
開
始
さ
れ
た
こ
と
で

あ
る
。
大
正
九
年
（
１
９
２
０
）
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
第
七

回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
熊
谷
・
柏
尾
組
が
初
の
銀
メ
ダ
ル

を
獲
得
し
、
続
い
て
デ
ビ
ス
カ
ッ
プ
杯
に
日
本
選
手
が

活
躍
す
る
と
い
う
テ
ニ
ス
熱
の
高
揚
の
中
で
、
ホ
テ
ル

で
は
海
寄
り
の
松
林
の
中
に
五
百
坪
の
コ
ー
ト
（
二

面
）
を
新
設
し
た
。
そ
こ
へ
大
正
十
二
年
四
月
一
日
に
、

熊
谷
・
野
村
・
福
田
の
有
名
選
手
を
招
待
し
、
コ
ー
ト

開
き
を
盛
大
に
行
い
、
七
月
二
十
八
日
に
は
第
一
回
鎌

倉
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
が
時
事
新
報
社
主
催
で
開
か
れ
た
。

次
の
年
七
月
の
第
二
回
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
も
、
震
災
後
一 

年
以
内
に
も
か
か
わ
ら
ず
海
浜
ホ
テ
ル
コ
ー
ト
で
行

わ
れ
た
と
あ
る
。（『
横
浜
の
テ
ニ
ス
百
年
の
歩
み
』） 

震
災
直
後
、
九
月
九
日
、
横
須
賀
海
軍
航
空
隊
が
空

か
ら
撮
影
し
た
海
浜
ホ
テ
ル
の
写
真
に
よ
る
と
、
建
物

の
一
部
は
被
害
を
受
け
、
周
辺
の
松
林
に
津
波
が
押
し

寄
せ
て
は
い
る
が
、
立
派
な
本
館
の
建
物
の
全
容
が
見

て
取
れ
る
。
ま
た
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
も
見
え
る
。
（
ア
ジ

ア
歴
史
資
料
セ

ン
タ
ー
「
震
災

写
真
帖 

第
二

輯
」
よ
り
―
原

本
は
大
正
十
二

年

公

文

備

考

「

震

災

写

真

帖
」
（
旧
海
軍

省
）
防
衛
省
防

衛
研
究
所
史
料

室
所
蔵 

 
 
 
 
 
 

 

鎌
倉
市
中
央
図
書
館 

近
代
史
資
料
室
だ
よ
り 

 
 

鎌倉市中央図書館 

近代史資料担当 

鎌倉市御成町 20-35 

電話 0467（25）2611 

 

第 3 号 

目
次 

◆ 

研
究
ノ
ー
ト
① 

 
 
 
 
 
 
 
 

…
…
１ 

 
 
 
 

鎌
倉
海
浜
ホ
テ
ル
追
憶
（
そ
の
３
） 

◆ 

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
③ 

 
 
 
 
 
 

 
 

…
…
６ 

 
 
 
 
 

海
濱
ホ
テ
ル
記
念
碑 

◆ 

平
成
２
６
年
度
郷
土
資
料
展
記
録 

…
…
…
７ 

◆ 

古
写
真 

（
都
筑
写
真
館
今
昔
） 

 

…
…
１
１ 

◆ 

古
文
書
（
関
谷
平
井
家
文
書
） 

…
…
…
１
１ 

◆ 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
む
か
し
語
り
）
③
…
…
１
２ 

 
 
 

「
あ
ぐ
り
舟
」
加
藤
茂
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昭
和
初
期
の
海
浜
ホ
テ
ル
と 

支
配
人
春
田
助
太
郎 

 
震
災
後
い
ち
早
く
復
旧
作
業
に
入
り
、
翌
大
正
十
三

年
六
月
に
は
営
業
を
再
開
し
た
。
復
興
工
事
で
冬
の
暖

房
の
た
め
に
大
資
金
を
投
じ
て
ラ
ジ
エ
ー
タ
ー
を
設

置
し
た
。
の
ち
に
支
配
人
と
な
っ
た
黒
川
威
は
、
『
嗜

好
』4

3
4

号
の
紙
面
に
次
の
よ
う
な
思
い
出
を
載
せ
て

い
る
。
「
冬
の
海
浜
ホ
テ
ル
の
客
室
の
中
に
は
マ
ン
ト

ル
ピ
ー
ス
が
あ
っ
て
薪
や
石
炭
を
く
べ
て
、
暖
を
と
る

仕
か
け
だ
っ
た
。
廊
下
や
食
堂
は
全
部
ス
ト
ー
ブ
を
備

え
て
あ
た
た
め
て
い
た
の
が
、
大
正
末
期
に
な
っ
て
ス

チ
ー
ム
ラ
ジ
エ
ー
タ
ー
を
と
り
つ
け
た
か
ら
、
廊
下
に

出
て
も
冬
の
寒
さ
を
感
じ
さ
せ
な
い
」 

支
配
人
に
は
、
新
た
に
元
日
本
郵
船
ロ
ン
ド
ン
支
店

長
を
経
験
し
た
春
田
助
太
郎
を
迎
え
た
（
大
正
十
三
年

九
月
）
。
そ
の
後
ホ
テ
ル
が
競
争
時
代
に
入
る
な
か
、

大
衆
向
け
政
策
を
と
り
な
が
ら
新
た
な
時
代
に
踏
み

出
し
て
ゆ
く
様
子
が
、
何
種
類
も
出
さ
れ
た
カ
ラ
ー
刷

り
英
文
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
類
か
ら
読
み
取
れ
る
。
昭
和
の

海
浜
ホ
テ
ル
は
、
国
内
外
の
客
を
対
象
に
宣
伝
と
サ
ー

ビ
ス
に
一
層
力
を
入
れ
た
時
代
の
よ
う
で
あ
る
。 

 

ど
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
も
、
風
光
明
媚
な
古
い
都
鎌

倉
の
寺
や
神
社
の
紹
介
と
共
に
、
海
浜
ホ
テ
ル
の
持
つ

海
辺
の
健
康
的
な
立
地
条
件
と
そ
れ
ら
を
楽
し
む
た

め
の
設
備
の
充
実
と
暖
か
い
も
て
な
し
に
つ
い
て
述

べ
て
い
る
。
歴
史
の
町
鎌
倉
と
海
浜
ホ
テ
ル
が
一
体
の

も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。 

 

昭
和
十
一
年
か
ら
昭
和
十
四
年
頃
発
行
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
が
手
元
に
あ
る
の
で
、
そ
こ
か
ら
ホ
テ
ル
の
特

長
を
紹
介
し
て
み
る
。 

 
 

昭
和
十
一
年
十
月
発
行
の
英
文
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に

は
常
務
取
締
役
春
田
助
太
郎
と
ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ジ
ャ

ーG
.A

.S
A

K
A

K
I

の
名
前
が
あ
り
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ

ィ
ー
、
清
潔
そ
し
て
快
適
さ
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
、
ど
こ

に
も
負
け
な
い
料
理
と
鎌
倉
の
観
光
情
報
を
提
供
し
、

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
ミ
ニ
チ
ュ
ア
ゴ
ル
フ
、
ヨ
ッ
ト
と
釣

り
そ
し
て
子
ど
も
達
の
た
め
の
遊
戯
室
や
ホ
ー
ル
を

用
意
し
、
「
子
ど
も
の
パ
ラ
ダ
イ
ス
」
で
あ
る
と
も
言

っ
て
い
る
。（
太
字
筆
者
） 

 

そ
れ
に
続
く
大
型
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
も
同
様
な

宣
伝
が
な
さ
れ
、
日
本
語
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
、「
皆

さ
ま
の
ホ
テ
ル
」
と
し
て
利
用
し
て
欲
し
い
こ
と
、
ご

家
庭
同
様
な
気
の
お
け
な
い
ホ
テ
ル
と
し
て
ご
婦
人

や
お
子
様
に
人
気
が
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
ホ
テ
ル
と
鎌
倉
駅
の
間
は
無
料
タ
ク
シ
ー
の
サ

ー
ビ
ス
が
あ
る
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

 

            

（
日
本
語
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
） 

（
英
文
パ
ン
フ
レ
ッ
ト 

春
田
助
太
郎
マ
ネ
ジ
ン
グ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
時
代
） 
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市
内
に
は
ホ
テ
ル
で
結
婚
式
を
挙
げ
た
方
や
、
ク
リ

ス
マ
ス
や
新
年
の
デ
ィ
ナ
ー
に
家
族
で
出
か
け
て
楽

し
い
奇
術
や
大
人
た
ち
の
ダ
ン
ス
を
見
た
と
い
う
子

供
時
代
の
思
い
出
を
持
つ
方
も
お
ら
れ
る
。 

宿
泊
客
に
は
、
歌
人
の
与
謝
野
鉄
幹
・
晶
子
も
た
び

た
び
滞
在
し
て
歌
を
詠
ん
で
い
る
。 

 

わ
が
前
の
青
濃
く
淡 う

す

く
ま
だ
ら
な
り 

海
と
云
へ
ど
も
心
の
や
う
に 

晶
子 

行
く
春
の
鎌
倉
に
来
て
君
と
見
ぬ 

 
 
 
 
 
 

半
日
は
書
を
半
日
は
波 

鉄
幹 

（『
恋
ひ
恋
ふ
君
と 

与
謝
野
寛
・
晶
子
』
鎌
倉
文
学
館
） 

 

ま
た
詩
人
の
堀
辰
雄
は
昭
和
十
五
年
初
め
、
部
屋
を

借
り
仕
事
場
と
し
て
い
た
。 

と
は
い
え
誰
で
も
が
気
軽
に
行
け
る
ホ
テ
ル
で
は

な
か
っ
た
。
充
実
し
た
設
備
と
豪
華
な
宿
泊
客
に
よ
り

「
湘
南
の
帝
国
ホ
テ
ル
」
と
称
さ
れ
て
い
た
。 

料
金
に
つ
い
て
は
宿
泊
を
と
も
な
う
ア
メ
リ
カ
ン

プ
ラ
ン
と
滞
在
だ
け
の
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
プ
ラ
ン
の
二

種
類
が
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
ン
プ
ラ
ン
で
は
シ
ン
グ
ル

ル
ー
ム
が
九
円
五
十
銭
か
ら
（
バ
ス
付
十
一
円
五
十

銭
）
、
ダ
ブ
ル
ル
ー
ム
が
十
八
円
か
ら
（
バ
ス
付
二
十

一
円
か
ら
）
で
あ
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
プ
ラ
ン
で
は

シ
ン
グ
ル
ル
ー
ム
が
三
円
か
ら
（
バ
ス
付
五
円
か
ら
）
、

ダ
ブ
ル
ル
ー
ム
が
五
円
か
ら
（
バ
ス
付
き
八
円
か
ら
）

と
な
っ
て
い
た
。 

 
 

戦
中
・
戦
後
の
海
浜
ホ
テ
ル 

 

次
第
に
戦
時
色
が
濃
く
な
り
、
昭
和
十
三
年
三
月
に

は
イ
タ
リ
ア
訪
日
使
節
団
（
ク
ロ
シ
ャ
ツ
隊
）
が
、
九

月
に
は
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
・
ユ
ー
ゲ
ン
ト
が
宿
泊
し
た
。
町

を
挙
げ
て
の
歓
迎
だ
っ
た
。
昭
和
十
六
年
に
は
、
独
ソ

開
戦
に
よ
り
、
シ
ベ
リ
ア
経
由
で
帰
れ
な
く
な
っ
た
ド

イ
ツ
人
避
難
者
が
多
数
滞
在
し
た
。
皮
肉
に
も
こ
の
こ

と
で
ホ
テ
ル
の
経
営
が
持
ち
直
し
た
と
い
う
。 

 

し
か
し
昭
和
十
九
年
六
月
以
降
は
東
京
空
襲
か
ら

避
難
し
て
き
た
「
独
逸
大
使
館
海
軍
武
官
事
務
所
」
に

本
館
を
明
け
渡
す
と
い
う
状
態
に
な
っ
た
。
暖
房
用
ラ

ジ
エ
ー
タ
ー
の
鉄
類
回
収
も
始
ま
っ
て
い
た
。
国
策
と

し
て
全
て
が
回
収
さ
れ
る
規
則
で
あ
っ
た
が
、
当
ホ
テ

ル
で
長
期
静
養
し
て
い
た
鈴
木
富
士
弥
市
長
の
働
き

か
け
に
よ
り
、
寝
室
の
暖
房
ラ
ジ
エ
ー
タ
ー
だ
け
は
回

収
を
免
れ
た
と
い
う
。（「
鈴
木
原
稿
」） 

 

そ
し
て
敗
戦
直
後
の
占
領
軍
接
収
を
受
け
た
海
浜

ホ
テ
ル
は
、
不
幸
に
も
米
軍
兵
士
が
倒
し
た
ス
ト
ー
ブ

の
火
に
よ
り
出
火
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
。
昭
和
二
十
年

十
二
月
二
十
五
日
と
翌
二
十
一
年
一
月
三
日
の
二
度

の
火
災
で
、
従
業
員
宿
舎
数
棟
を
残
し
、
本
館
な
ど
延

べ
千
三
百
三
坪
を
失
っ
た
。
（『
明
治
屋
百
年
史
』
）
そ

の
火
事
の
す
さ
ま
じ
さ
は
、
ま
る
で
大
き
な
行
灯
の
火

が
天
に
昇
る
よ
う
だ
っ
た
と
証
言
さ
れ
て
い
る
。 

 

現
在
、
関
係
者
に
よ
っ
て
当
時
の
銀
食
器
な
ど
は
少

し
保
存
さ
れ
て
い
る
が
、
「
宿
泊
者
名
簿
」
な
ど
歴
史

を
語
る
資
料
は
焼
失
し
た
の
か
、
目
に
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
。 

創
立
以
来
六
十
年
近
く
の
歴
史
を
刻
み
、
町
の
重
要

な
顔
と
し
て
存
在
し
続
け
、
町
の
商
業
や
文
化
と
も
つ

な
が
っ
て
い
た
建
物
で
あ
っ
た
。 

◆ 

◆ 
 

焼
失
後
、
昭
和
二
十
七
年
に
会
社
の
経
営
は 

ほ
ぼ

麒
麟
麦
酒
株
式
会
社
に
移
り
、
再
開
発
の
提
案
も
あ
つ

た
が
、
長
ら
く
草
原
が
残
っ
て
い
た
。 

そ
の
頃
の
様
子
を
敷
地
内
の
明
治
屋
社
宅
に
住
ん

で
お
ら
れ
た
山
本
清
一
氏
が
次
ペ
ー
ジ
の
よ
う
に
略

図
を
書
い
て
下
さ
っ
た
。 

社
宅
は
元
ホ
テ
ル
の
厩
舎
を
改
造
し
た
も
の
だ
っ

た
と
い
う
。
乗
馬
用
の
馬
を
飼
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

子
ど
も
に
と
っ
て
は
広
々
と
し
た
野
原
と
お
花
畑
や

実
の
な
る
木
々
は
遊
び
場
と
し
て
最
高
だ
っ
た
ら
し

い
。
友
人
達
も
集
ま
っ
て
来
た
。
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
に
は

鍵
が
無
く
中
で
遊
ん
だ
と
い
う
。 

戦
後
材
木
座
光
明
寺
に
開
か
れ
た
「
鎌
倉
大
学
（
鎌

倉
ア
カ
デ
ミ
ア
）
」
演
劇
科
の
学
生
も
、
舞
台
の
あ
る

建
物
内
で
試
演
会
を
お
こ
な
っ
た
と
い
う
。 

そ
の
後
昭
和
五
十
二
年
（
１
９
７
７
）
に
「
株
式
会

社
鎌
倉
海
浜
ホ
テ
ル
」
経
営
の
「
鎌
倉
シ
ー
サ
イ
ド
テ

ニ
ス
ク
ラ
ブ
」
と
し
て
再
出
発
し
、
か
つ
て
の
海
浜
ホ

テ
ル
の
面
影
を
残
し
な
が
ら
市
民
に
親
し
ま
れ
て
き

た
。
明
治
の
海
濱
院
時
代
か
ら
平
成
二
十
二
年
（
２
０

１
０
）
六
月
に
終
焉
を
迎
え
る
ま
で
、
百
二
十
年
余
の

歴
史
を
歩
ん
だ
の
で
あ
る
。 

 
 

平
田
恵
美
記 
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門柱 門柱 一間四方花崗岩

洋風

鈴木屋商店

ホテル跡地

洋風

山本清一氏記録より

明治屋社宅

R１３４号

昭和27から37年頃の海浜ホテル付近の様子

至　由比ヶ浜駅

用
途
不
明
の
廃
屋
（
変
電
所
？
）

レ
ン
ガ
造
り

窓
な
し

山
本
宅

砂
利
道

（ダンスホール）

バレエ教室
舞台あり

松
並
木花畑

イチゴ畑

松
並
木

林松

高
橋
家

キ
リ
ン
ビ
ー
ル
社
宅
・
独
身
寮

温室
白い木枠

管
理
人

米屋

ミグ

イチジク
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「当院改築の都合上宿泊のご来客お断り、食事のみの客は平常通り」（「横浜貿易新報」 2月5日）
「旧建物修繕出来致し候につき、新築落成までこれを仮用し宿泊食事共従前の通り」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（「横浜貿易新報」3月17日　以後「貿易新報」と記す）

　　　　　　 　「江島電鉄藤沢鎌倉(大町)間全線開通八月十六日」（「貿易新報」8月17日）

新館落成　 「建物売却広告　　新館落成につき附属建物西洋造2階建1棟凡そ170坪売却致したく」
　　　　　　　（「貿易新報」5月2日）  　　　「客室40、収容人員50名）（「貿易新報」6月1日）

ドイツ人細菌学者ロベルト・コッホ滞在（7月3日～26日）

明治42 1909 「THE JAPAN ADVERTISER,TOKYO」に海浜院ホテル新装広告、滞在者名掲載。（10月22日）

明治45 1912 作家夏目漱石の日記に「浜へ出て見ると海濱院に逗留の唐人海につかっている。云々」（7月22日）

不景気深刻化　一年間の損失金2万円余　ホテル閉鎖の危機
　　　　　　　　2代目支配人青山氏より３代目ベルノン氏へ

漱石が「心（こゝろ）」を新聞連載（4月）。   主人公が先生を初めて見かけた場面に続いて、海浜院
ホテル滞在西洋人海水浴客の服装に触れる。

　　　　　　　　　 第一次世界大戦開戦

 「株式会社 鎌倉海浜ホテル」と改称（3月1日）
　　　　　　　明治屋磯野長蔵が土地・建物・営業権一切を買得し社長に就任（資本金を12万5000円
              から60万円に増資）　株主（明治屋・松方乙彦・茂木惣兵衛ら30名）
　　　　　　　定款「当会社は内外の賓客の宿泊・宴会・貸席並びに酒類・煙草類の販売、及びこれに
              関連して必要又は有益な事業を営むことを目的とする」（『明治屋百年史』）

芥川龍之介、海浜ホテル隣の西洋洗濯野間宅に下宿　ホテルの使用人の食事を取り計らってもらう。
大正5．12～大正6.9　　（相原「海浜ホテル考」　『鎌倉』34）

開業と同時に超満員大盛況（ロシア革命亡命ロシア人の長期滞在による）（「鈴木原稿」）
欧州大戦による好景気で日本人成金紳士のホテル利用著し（「鈴木原稿」）

ベルノン支配人の料理の魅力により千客万来。　明治屋から精選された葡萄酒が納入された。滞在
者にドイツ人洋菓子職人ユーハイムの夫人エリーゼ・ユーハイム、カフェユーロップの支配人バン
ホーテン、豚肉加工技術者ウォルシュケなど。（『明治屋百年史』）

「松香長与先生紀功之碑」　大仏境内に建つ（3月）。　町制２５周年記念

エリアナ・パヴロア、ナデジタ・パヴロア（ロシアより亡命）が横浜ゲーテ座でデビューし、翌日海浜ホ
テルで上演（8月27日）

米国人奇術師マリニを招き奇術ショー一般公開（会費3円）（『明治屋百年史』）

新館２４室（バス付き）増築（曾禰・中條建築士による）7月

世界日曜学校大会参加者1000人を鎌倉に迎え、休憩所として350人受入れ。（10月）

第12回総会にて営業成績報告。一般不景気の影響を受けず、利益金2万8000円、500余円年8分
配当、1000余円法定積立、5800余円後期繰越。（「貿易新報」3月6日）

鎌倉海濱ホテル広告　（「貿易新報」3月17日）　　ほぼ毎月広告を出す。

米国海軍卿デンビー氏一行40余名を久里浜訪問の往復途次に迎え、海軍省接待の昼食を提供。
日米協会長渋沢栄一・瓜生大将夫妻同行。ホテル支配人C.M.バアテー、香川富太郎、副支配人山
内惣太郎、石田伊三郎、常務取締役河田儀四郎（7月7日）（「貿易新報」7月8日）

歌劇大演奏会開催。２９日夕、イタリア歌劇演奏家を迎えて、避暑客多数滞在中にて盛会なるべし。
（貿易新報」7月29日）

ホテル賑わう。本月初旬より滞在客ズンと増し賑わう。来春避寒客予約続々申し込み。（「貿易新報」
12月25日）

テニスコート開き開催。海寄りの松林の中に5000円を以てテニスコート２面（500坪）新設し、4月1日、
熊谷・野村・福田の模範試合、内外人の試合で盛況。（「貿易新報」4月3日）

第１回鎌倉テニストーナメントが海浜ホテルコートで開催。（7月28日）

関東大震災で大破損　大食堂が倒潰　従業員2名圧死（9月1日）

いち早く復旧開業（6月）　　復興工事にて大資金を投じ暖房ラジエーター設置。（「鈴木原稿」）

第２回鎌倉テニストーナメント開催（7月20日　主催「時事新報社」）

春田助太郎支配人に着任（9月）

大正13 1924

大正9 1920

大正11 1922

大正12 1923

大正3 1914

大正8 1919

大正5 1916

明治40 1907

明治41 1908
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大正14 1925
ホテルコートにて日米庭球戦（4月15日）。　キンゼー兄弟・スノッドクラス・須永・野村参加。主催横浜
庭球協会、後援横浜貿易新報社（「貿易新報」）

昭和元 1926 「パヴロア大舞踊音楽会」開催。エリアナ、ナデジタ、研究生達が出演（7月29日～8月1日）

 昭和5 1930 カラー刷りパンフレット発行      （『明治屋百年史』）

昭和初 競争時代に入る。　　春田支配人、大衆向き政策をとり種々の改良を重ねるが不振が続く。

昭和10 1935 歌人与謝野晶子、夫の寛と正月を過ごし、歌を詠む。与謝野鉄幹3月に死去。

昭和11 1936

「夏の土曜日をダンス日として避暑地の明朗化をはかることとする」（「現代鎌倉の記録」『鎌倉』）
英文パンフレット発行（10月　ＳＡＫＡＫＩ General Manager)
 　　　　　　　　　　　　　　　　　AMERICAN  PLAN　　　　　　　　　　（　パンフレット値段表より  ）
              Single room \9．00&up                Double room \17.00&up
              Single room with bath \11.00&up   Double room with bath  \19.00&up　　（後略）

昭和12 1937 外人向けパンフレット発行（6月）

イタリア訪日使節団宿泊（3月27日）

ヒットラー・ユーゲント宿泊（9月22日～26日）

昭和14 1939

支配人に黒川威、その後1～2年は不振（「鈴木原稿」）
                                AMERICAN  PLAN　　　　　　　　　　（　パンフレット値段表より  ）
              Single room \9．50&up                Double room \18.00&up
              Single room with bath \11.50&up   Double room with bath  \21.00&up　　（後略）

昭和15 1940 この年の初め、詩人の堀辰雄が部屋を借り仕事場とした。

昭和16 1941 大量のドイツ人避難者が滞在（1次、2次）　6.22独ソ開戦

昭和18 1943 暖房ラジエーターの鉄類回収。

昭和19 1944 独逸大使館海軍武官事務所に本館明け渡し（東京空襲から避難）　６月１５日～

占領軍接収。

米軍兵士の失火により二階建1棟（1350坪）焼失（12月15日）（「朝日新聞」12月26日）

昭和21 1946 出火（1月3日）　別館から出火。二階建130坪全焼。従業員宿舎他数棟のみ残る。（「朝日」１月5日）

昭和27 1952 麒麟麦酒株式会社が株式を取得、同社の出資比率は91.4％に。

昭和52 1977 鎌倉シーサイドテニスクラブ開設（9月19日）

平成22 2010 株式会社鎌倉海浜ホテル　鎌倉シーサイドテニスクラブ閉鎖終焉（6月30日）

参考文献　『明治屋百年史』（株式会社明治屋　昭和62年）・「鎌倉海浜ホテル発祥の由来」（鈴木三五郎原稿　昭和
19年10月14日）・「海浜ホテル考」（相原典夫　「鎌倉」34　昭和55年5月）・『横浜のテニス百年の歩み』・「横浜貿易新
報」・『鎌倉市史』・鎌倉文学館展示その他

昭和20 1945

昭和13 1938

２０１４年４月８日 記念碑除幕式にて 

③ 

こ
こ
に 

 
 

鎌
倉
海
濱
院 

 
 

鎌
倉
海
濱
ホ
テ
ル 

 
 
 
 
 
 
 

あ
り
き 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

時
宗
教
恩
寺
住
職 

 
 

東
山
勉
書 

二
〇
一
四
年
（
平
成
二
六
年
）
四
月
八
日
、
海
浜
ホ
テ
ル
跡
地

に
、
鎌
倉
同
人
会
創
立
一
〇
〇
周
年
事
業
の
一
環
と
し
て
ホ
テ
ル

の
記
念
碑
が
建
立
さ
れ
、
鎌
倉
市
へ
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は

同
人
会
会
長
山
内
静
夫
氏
、
松
尾
市
長
、
市
議
会
議
長
他
の
参
列

を
得
、
晴
れ
や
か
に
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

明
治
二
十
年
に
海
浜
療
養
施
設
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
海
濱
ホ

テ
ル
は
、
昭
和
二
十
年
ま
で
約
六
〇
年
間
、
鎌
倉
の
別
荘
地
文
化

を
象
徴
す
る
施
設
と
し
て
存
続
し
ま
し
た
。
同
じ
く
鎌
倉
同
人
会

の
一
〇
〇
年
の
歴
史
も
鎌
倉
の
歴
史
や
文
化
を
体
現
し
て
い
る
と

思
わ
れ
ま
す
。 
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》
平
成
二
六
年
度
郷
土
資
料
展
記
録
《 

図
書
館
に
集
ま
っ
た
お
宝
た
ち 

 

-

ふ
る
さ
と
鎌
倉
展-

 
 

 

平
成
２
６
年
７
月
５
日
（
土
）
～
１
６
日
（
水
） 

 

 

鎌
倉
市
中
央
図
書
館
３
階 

多
目
的
室
・
廊
下 

 

図
書
館
に
は
、
本
以
外
に
も
昔
の
鎌
倉
を
語
る
貴
重

な
“
物
”
が
寄
贈
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
つ
も
は
書
庫
の
片
隅

に
眠
っ
て
い
ま
す
が
、
久
し
ぶ
り
に
み
な
さ
ん
と
対
面
し

た
い
と
展
示
会
場
に
並
び
ま
し
た
。
か
つ
て
は
地
域
や
個

人
の
生
活
の
中
で
活
躍
し
た
も
の
た
ち
で
す
。
遠
い
“
ふ

る
さ
と
鎌
倉
”
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

展
示
抜
粋 

 
 

（
展
示
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
よ
り
） 

 ＊
稲
荷
講
・
念
仏
講
の
講
中
お
道
具 

１
６
点 

 

 
 
 

◇
か
つ
て
村
々
で
行
わ
れ
て
い
た
「
稲
荷
講
」
「
念

仏
講
」
「
庚
申
講
」
の
多
く
は
消
え
て
い
き
、
一
部
の

お
道
具
が
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
番
の
家

に
お
道
具
を
飾
り
念
仏
を
上
げ
、
あ
と
は
煮
し
め
な
ど

の
ご
馳
走
を
食
べ
、
話
に
花
が
咲
い
た
と
い
う
時
代
が

昭
和
の
初
め
ま
で
長
く
続
き
ま
し
た
。
稲
荷
講
は
こ
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
も
お
菓
子
な
ど
が
振
る
舞
わ
れ
る

楽
し
い
行
事
で
し
た
。 

◇
大
船
地
区
の
念
仏
講
中
の
半
纏
は
、
ま
だ
土
葬
が

お
こ
な
わ
れ
て
い
た
時
期
の
墓
掘
り
当
番
の
着
用
し

た
も
の
で
す
。
「
役
割
帳
」
に
は
、
山
掛
（
や
ま
が
か

り
・
穴
掘
役
）
と
い
う
言
葉
も
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。 

◇
今
も
行
わ
れ
て
い
る
稲
荷
講
な
ど
の
写
真
（
省

略
）。 

 

＊
と
び
職 

７
点 

◇
建
築
や
消
防
に
は
欠
か
せ
な

い
仕
事
を
し
て
来
た
鎌
倉
の
「
鳶
職
」
は
伝
統
を
守
っ

て
「
木
遣
り
唄
」
梯
子(

は
し
ご)

乗
り(

の
り)

」「
纏
振

り(

ま
と
い
ふ
り)

」
な
ど
の
伝
統
芸
能
を
引
き
継
い
で

い
ま
す
。 

 

＊
高
札
（
こ
う
さ
つ
）（
寺
分
村
）
３
点 

◇
高
札
は
江
戸
時
代
に
庶
民
に
法
令
を
伝
え
る
手

段
と
し
て
用
い
ら
れ
、
宿
場
や
辻
、
名
主
屋
敷
前
な
ど

に
墨
書
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
慶
応
四
年
三
月
、

明
治
政
府
が
旧
幕
府
の
「
高
札
」
撤
去
を
命
じ
、
庶
民

に
向
け
て
最
初
の
禁
令
五
条
を
出
し
、
新
し
い
高
札
を

掲
げ
さ
せ
ま
し
た
。
「
五
榜
の
掲
示
」
と
い
わ
れ
、
こ

れ
ら
は
旧
家
の
蔵
に
百
四
十
年
余
も
眠
っ
て
い
ま
し

た
。
高
札
５
枚
の
う
ち
２
枚
を
展
示
し
ま
す
。

 
 

 

 

＊
江
戸
時
代
古
文
書
・
俳
句
帖
・
文
人
寄
書
き
１
１
点 

◇
江
戸
時
代
末
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
、
鎌
倉
市

右
：
稲
荷
講
幟
旗
（
極
楽
寺
仲
町
） 

上
：
念
仏
数
珠
（
雪
ノ
下
横
大
路
） 

上
右
：
大
船
地
区

念
仏
講
半
纏
と

数
珠 

  

上
左
：
鳶
職
半
纏

な
ど 

高
札 

 

上
：「
定 

人
た
る

も
の
五
倫
の
道
を

正
し
く
…
」 

 
 

下
：
「
覚 

今
般 

王
政
ご
一
新
に
付

き
…
外
国
ご
交
際

の
儀
…
」 

 

左
上 

永
福
寺
瓦 

拓
本 
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牛
乳
び
ん 

商
店
す
ご
ろ
く 

域
の
旧
村
に
お
け
る
生
活
の
記
録
が
「
御
用
留
」
（
ご

よ
う
ど
め
）
や
日
記
、
俳
句
帖
な
ど
の
形
で
残
っ
て
い

ま
す
。
明
治
・
大
正
期
に
は
新
し
く
鎌
倉
に
別
荘
を
求

め
た
人
た
ち
の
交
流
の
場
が
生
ま
れ
、
文
人
た
ち
の
寄

書
き
な
ど
も
見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。 

 

 

 

＊
保
養
地
・
観
光
地
鎌
倉 

３
４
点 

【
鎌
倉
海
浜
ホ
テ
ル 

案
内
書 

お
み
や
げ
等
】 

◇
明
治
政
府
が
普
及
に
つ
と
め
た
「
衛
生
思
想
」
は

海
辺
の
生
活
、
海
水
浴
を
医
療
行
為
と
し
て
と
ら
え
ま

し
た
。
そ
の
た
め
海
、
山
に
囲
ま
れ
、
史
跡
に
富
み
、

東
京
か
ら
も
近
い
鎌
倉
は
、
明
治
１
０
年
代
以
降
保
養

地
・
別
荘
地
と
し
て
町
の
姿
を
変
え
て
い
き
ま
し
た
。

大
正
時
代
に
は
全
戸
数
の
三
分
の
一
が
別
荘
で
し
た

が
、
そ
の
象
徴
の
ひ
と
つ
が
「
海
濱
院
」
「
海
浜
ホ
テ

ル
」
で
し
た
。
大
正
震
災
の
打

撃
を
受
け
た
も
の
の
復
興
を
遂

げ
、
昭
和
１
０
年
前
後
に
頻
繁

に
出
さ
れ
た
英
文
の
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
は
目
を
引
き
ま
す
。
ま
た

観
光
地
と
し
て
「
鎌
倉
案
内
」

本
は
地
元
で
も
た
く
さ
ん
出
版

さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

 ＊
町
の
活
気 

４
１
点 

【
商
店
チ
ラ
シ 

手
拭
い 
マ
ッ
チ 

商
店
當
座
帳
】 

 
 

◇
海
辺
の
保
養
地
と
し
て
別
荘
が
建
ち
、
人
口
流

入
が
進
む
中
、
そ
の
需
要
に
応
え
る
た
め
、
商
店
や
土

産
屋
、
旅
館
が
数
を
増
し
、
町
に
活
気
が
み
な
ぎ
り
ま

し
た
。
健
康
の
た
め
牛
乳
の
需
要
が
あ
り
、
牧
場
も
経

営
さ
れ
、
海
外
経
験
の
あ
る
新
住
人
と
の
交
流
を
通
し

て
新
し
い
生
活
文
化
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
東
京
か
ら
ハ

イ
カ
ラ
な
店
が
出
店
し
ま
し
た
。
商
店
が
配
っ
た
銘
入

り
の
手
拭
い
や
御
別
荘
か
ら
出
入
り
の
職
人
や
商
店

に
出
さ
れ
た
「
半
纏
」
も
別
荘
時
代
を
象
徴
す
る
も
の

で
す
。
商
店
の
チ
ラ
シ
に
も
当
時
の
賑
わ
い
が
う
か
が

え
ま
す
。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

右
：
藤
原
草
丘
画
七
夕
寄
書
き
。 

歌
人
海
上
寿
子
の
門
人
た
ち
に 

よ
る
。 

 

大
正
十
年
七
月 

上
：
地
元
に
残
る
明
治
時
代

の
俳
句
帖 

乾
物
通
い 

パ
ン
フ
レ
ッ
ト 

漁
船
鑑
札
（
材
木
座
） 

展示ケース（「町の活気」） 
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＊
大
船
田
園
都
市
１
１
点
【
大
船
町
役
場
建
物
遺
構
】 

◇
大
正
時
代
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
学
ん
だ
田
園
都
市
構

想
が
東
京
周
辺
に
実
践
さ
れ
、
そ
の
ひ
と
つ
が
大
船
に

も
試
み
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
痕
跡
が
街
路
な
ど
に
残
っ

て
い
ま
す
。
当
時
の
マ
ン
ホ
ー
ル
の
蓋
や
、
最
近
ま
で

残
っ
て
い
た
「
大
船
町
役
場
」
（
大
船
田
園
都
市
株
式

会
社
施
工
）
の
遺
構
を
紹
介
し
ま
す
。 

ｏ
ｇ
ｃ
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋 

 
 

 
 

階
段
親
柱 

 
 

 

＊
町
の
土
木
遺
構 

２
点 

【
大
仏
坂
ト
ン
ネ
ル
古
煉
瓦 

水
道
管
】 

◇
膨
張
す
る
町
に
と
っ
て
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
急
務

の
課
題
で
、
道
路
拡
張
、
里
道
整
備
、
ト
ン
ネ
ル
開
鑿
、

水
道
設
置
な
ど
が
進
み
ま
し
た
。
そ
の
痕
跡
を
拾
っ
て

み
ま
し
た
。 

煉
瓦 

 

＊
関
東
大
震
災 

４
点 

◇
相
模
湾
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
ク

ラ
ス
の
烈
震
に
襲
わ
れ
た
鎌
倉
は
、
家
屋
の
倒
壊
、
火

災
、
津
波
に
よ
る
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。 

鎌
倉
町
役
場
「
震
災
書
類
」
は
９
０
年
に
わ
た
り
保
管

さ
れ
て
い
ま
す
。 

＊
戦
時
中
の
鎌
倉
と
鈴
木
富
士
弥
市
長 

１
７
点 

【
祝
入
営
寄
書
き 

軍
服 

鈴
木
氏
大
礼
服
等
】 

 
 

 

漫
画
帖
（
大
正
十
五
年
） 

（
右
：
若
槻
礼
次
郎 

 
 
 

濱
口
雄
幸 

 
 
 

田
中
義
一 

楽
天
画
） 

 

（
左
：
鈴
木
富
士
弥
似
顔
絵 

 

岡
本
一
平
画
） 

  

◇
鎌
倉
は
空
襲
は
う
け
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
満
州
事

変
以
来
町
は
徐
々
に
戦
時
色
が
濃
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。 ◇

戦
時
中
に
第
２
代
市
長
（
昭
和
１
５
年
１
２
月
～

昭
和
２
０
年
１
２
月
）
を
務
め
た
鈴
木
富
士
弥
は
、
中

央
官
僚
と
し
て
濱
口
雄
幸
内
閣
の
書
記
官
長
を
務
め

た
人
物
で
し
た
。
鎌
倉
で
静
養
中
に
偶
然
、
文
士
久
米

正
雄
に
勧
め
ら
れ
て
地
方
自
治
に
貢
献
す
る
決
心
を

し
た
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
旧
鈴
木
家
は
現
在
材
木
座

「
富
士
愛
育
園
」
に
な
っ
て
お
り
、
大
量
の
和
装
本
・

掛
け
軸
・
大
礼
服
な
ど
記
念
の
品
々
が
図
書
館
に
寄
贈

手拭い（商店名入り御年賀） 

左下：半纏（別荘堀越家より出入り商店職人へ） 

商店看板・チラシ・ポスター 

商店写真パネル 

昭
和
八
年
製 

水
道
管 
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さ
れ
て
い
ま
す
。 

＊
カ
ー
ニ
バ
ル
と
鎌
倉
文
士
た
ち 

１
９
点 

【
横
山
隆
一
原
画
・
カ
ー
ニ
バ
ル
の
旗
と
提
灯
】 

◇
鎌
倉
文
士
達
の
提
唱
で
昭
和
９
年
に
始
ま
っ
た

戦
前
の
カ
ー
ニ
バ
ル
は
戦
争
の
激
化
の
中
で
昭
和
１

６
年
に
中
断
し
、
戦
後
昭
和
２
２
年
に
「
復
活
カ
ー
ニ

バ
ル
」
と
し
て
華
や
か
に
再
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
広

告
宣
伝
の
場
所
と
し
て
映
画
界
、
放
送
界
、
企
業
の
フ

ロ
ー
ト
が
町
中
を
練
り
歩
き
海
辺
を
賑
わ
し
ま
し
た

が
、
交
通
事
情
が
悪
く
な
り
、
昭
和
３
７
年
で
終
焉
を

迎
え
ま
し
た
。 

 
 

 

＊
鎌
倉
ア
カ
デ
ミ
ア 

４
点
【
扁
額
（
三
枝
博
音
作
）】 

◇
「
鎌
倉
ア
カ
デ
ミ
ア
」
は
戦
後
の
荒
廃
の
中
、
新

し
い
世
界
の
担
い
手
を
作
ろ
う
と
、
鎌
倉
で
い
ち
早
く

作
ら
れ
た
大
学
校
で
し
た
。
「
大
学
」
へ
の
道
は
４
年

半
で
閉
ざ
さ
れ
ま
し
た
が
、
自
由
と
新
生
を
求
め
る
知

識
人
と
若
者
た
ち
の
熱
い
思
い
が
こ
こ
に
凝
縮
し
ま

し
た
。
こ
の
場
を
巣
立
っ
た
若
者
た
ち
は
戦
後
の
日
本

に
多
く
の
貴
重
な
足
跡
を
残
し
ま
し
た
。 

 

 

右
の
彫
像
は
鎌
倉
ア
カ
デ
ミ
ア
卒
業 

 

生
が
作
製
し
た
「
校
長 

三
枝
博
音 

像
」 

 

上
の
扁
額
に
は
、
ギ
リ
シ
ャ
の
哲
学
者 

プ
ラ
ト
ン
の
箴
言
「
幾
何
学
を
学
ば
ざ 

る
も
の
こ
の
門
を
入
る
べ
か
ら
ず
」
が 

三
枝
に
よ
っ
て
ギ
リ
シ
ャ
語
で
刻
ま 

れ
て
い
る
。
当
時
は
、
材
木
座
光
明
寺 

の
本
堂
と
開
山
堂
を
結
ぶ
廊
下
頭
上 

 
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。 

  ＊
戦
後
婦
人
会
の
活
動 

１
６
点 

【
白
梅
婦
人
会
・
若
竹
婦
人
会
会
報
な
ど
】 

◇
戦
後
民
主
主
義
の
実
現
に
い
ち
早
く
取
り
組
ん
だ

の
が
新
し
い
地
域
婦
人
会
で
し
た
。
日
常
生
活
の
中
に

も
意
気
込
み
が
伝
わ
っ
て
来
ま
す
。
当
時
の
家
庭
で
使

わ
れ
た
生
活
用
品
も
展
示
し
ま
す
。 

 

＊
松
竹
大
船
撮
影
所 

５
点 

【
映
画
台
本 

俳
優
宇
佐
美
淳
ア
ル
バ
ム
等
】 

＊
な
つ
か
し
ア
ル
バ
ム
・
画
集
な
ど 

７
点 

【
佐
草
金
次
郎
画
集 

安
田
三
郎
・
鈴
木
正
一
郎
撮

影
鎌
倉
写
真
等
】 

＊
平
和
都
市
宣
言 

２
点 

【
大
内
兵
衛
書 

小
島
寅
雄
書
（
写
真
）】 

           

わ
れ
わ
れ
は
日
本
国
憲
法
を

貫
く
平
和
精
神
に
基
い
て
核

兵
器
の
禁
止
と
世
界
恒
久
平

和
の
確
立
の
た
め
に
全
世
界

の
人
々
と
相
協
力
し
て
そ
の

実
現
を
期
す
る
。
歴
史
的
遺

跡
と
文
化
的
遺
産
を
持
つ
鎌

倉
市
は
こ
こ
に
永
久
に
平
和

都
市
で
あ
る
こ
と
を
宣
言
す

る
。 

昭
和
三
十
三
年
八
月
十
日 

鎌
倉
市 
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＊
深
沢
村
地
引
絵
図 

２
点
【
常
盤
・
寺
分
】 

 

◇
「
地
引
絵
図
」
は
明
治
政
府
が
地
租
改
正
事
業
の

た
め
、
村
の
田
畑
・
宅
地
・
寺
社
・
山
・
川
な
ど
を
測

量
さ
せ
、
地
目
、
地
番
を
付
与
し
６
０
０
分
１
の
絵
地

図
に
編
製
し
た
も
の
で
す
。
一
般
に
地
籍
図
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
常
盤
・
寺
分
・
梶
原
・
上
町
屋
・
山
崎
・

笛
田
の
旧
６
ヵ
村
絵
図
の
う
ち
常
盤
・
寺
分
を
展
示
し

ま
す
。 

 

    

寄
贈
資
料
紹
介
欄
は
お
休
み
し
ま
す
。 

 

》
古
写
真
《 

都
筑
（
つ
づ
き
）
写
真
館 

今
昔 

 
 

関
谷 

平
井
家
文
書 

平
井
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
江
戸
お

よ
び
明
治
時
代
の
古
文
書
資
料
６
４
３

点
の
中
に
慶
安
４
年
（
１
６
５
１
）
の
「
名

寄
帳
」
（
な
よ
せ
ち
ょ
う
）
が
あ
る
。
傷

み
が
激
し
い
が
、
縦
２
７
㎝
横
１
７
・
５

㎝
、
袋
と
じ
の
帳
面
で
あ
る
。
当
時
の
関
谷
村
は
松
平

正
綱
領
で
あ
っ
た
。
帳
面
に
は
百
姓
名
の
あ
と
に
田

（
上
田
・
中
田
・
下
田
）
と
畠
（
上
畠
・
中
畠
・
下
畠
・

下
々
畠
）
、
屋
敷
地
の
広
さ
と
そ
れ
ぞ
れ
の
分
米
（
石

高
）
が
記
さ
れ
て
い
る
。
百
姓
は
忠
右
衛
門
他
２
９
名

の
名
前
が
わ
か
る
。
古
い
形
式
の
分
付
百
姓
記
載
も
あ

る
。
田
畑
惣
高
は
３
９
２
石
７
斗
３
升
９
合
、
外
１
石

５
斗
６
升
６
合
が
御
桑
畑
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た

「
せ
き
や
」
「
み
ね

ノ
下
」
「
柳
小
路
」

「
せ
ん
ば
や
と
」
な

ど
地
名
が
書
か
れ

て
い
る
。
こ
の
資
料

は
現
所
蔵
者
平
井

雅
明
氏
の
父
上
平

井
知
慈
氏
が
昭
和

３
０
年
頃
古
い
家

か
ら
運
び
出
し
、
大

切
に
整
理
さ
れ
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
先
人
の
努
力
を
無
に
し
な
い
よ

う
に
保
存
し
て
い
き
た
い
。 

大
正
８
年
、
現
鎌
倉

女
学
院
付
近
に
開

設
。 

写
真
は
大
正

１
０
年
頃
。 

「
現
像 

焼
付 

出

張
撮
影
」
の
看
板
が

軒
下
に
見
え
る
。 

震
災
後
、
現
在
地

雪
ノ
下
に
新
築
さ

れ
た
「
都
筑
寫
眞

館
」
大
正
１
３
年
。 

裏
面
の
葉
書
文
に

は
、
５
月
に
撮
影

室
を
増
築
し
た
と

書
か
れ
て
い
る
。

震
災
か
ら
の
復
興

に
懸
命
な
頃
で
あ

る
。 

 

常盤村地引絵図（部分） 明治初期 
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》
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
む
か
し
語
り
）《
③ 

 
あ
ぐ
り
船 

 
 
 

加
藤
茂
雄
氏
（
長
谷
） 

 
 戦

争
が
終
わ
っ
て
、
昭
和
二
十
年
十
二
月
か
ら
二
十

一
年
の
三
月
頃
ま
で
漁
師
の
「
あ
ぐ
り
舟
」
に
乗
っ
て

手
伝
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
二
艘
の
舟
が
セ
ッ
ト
に
な
っ

て
左
右
か
ら
弧
を
描
き
魚
を
追
い
込
む
漁
で
あ
る
。
一

艘
に
三
人
ず
つ
乗
る
の
で
「
六
人
舟
」
と
も
言
っ
た
。 

若
い
も
ん
は
舟
漕
ぎ
の
手
伝
い
だ
。
エ
ン
ジ
ン
な
ん
か

無
い
手
漕
ぎ
の
時
代
だ
。 

 

先
頭
の
小
さ
な
手
舟
に
乗
っ
て
い
る
人
が
、
最
初
に

魚
の
群
れ
を
見
つ
け
る
。
右
、
左
と
動
く
魚
の
群
れ
が
、

「
こ
ち
ら
に
向
い
た
な
」
と
い
う
瞬
間
、
白
い
手
拭
い

で
合
図
を
す
る
ん
だ
。
こ
れ
は
目
の
あ
る
人
じ
ゃ
な
い

と
出
来
な
い
。
す
る
と
二
艘
の
舟
が
左
右
に
分
か
れ
て

七
十
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の
弧
を
描
い
て
網
を
広
げ
て

い
く
の
で
魚
の
群
れ
は
そ
の
中
に
追
い
込
ま
れ
る
。 

 

そ
の
日
の
大
漁
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。
巻
い
て
い
っ
た

網
の
中
で
小
魚
が
吹
き
上
が
っ
た
。
魚
は
「
こ
の
し
ろ
」

だ
っ
た
が
、
広
い
丸
い
網
の
形
の
と
お
り
二
十
セ
ン
チ

く
ら
い
吹
き
上
が
り
、
周
り
が
霞
ん
で
見
え
た
。 

み
ん
な
興
奮
し
な
が
ら
杓
で
す
く
っ
て
、
魚
を
ど
ん

ど
ん
舟
に
か
い
込
ん
だ
。
小
さ
な
舟
で
は
間
に
合
わ
な

い
の
で
、
大
き
め
の
船
、
チ
ョ
コ
網
を
呼
ん
で
か
い
込

ん
だ
。
そ
れ
ら
は
ま
る
で
札
束
に
見
え
た
ん
だ
。 

い
く
ら
か
い
込
ん
で
も
終
わ
ら
ず
、
作
業
は
半
日
も

か
か
っ
た
。
そ
の
日
の
漁
場
は
江
ノ
島
の
沖
、
烏
帽
子

岩
の
辺
り
だ
っ
た
。
い
つ
も
な
ら
坂
ノ
下
に
戻
っ
て
小

坪
の
仲
買
に
売
り
渡
す
の
だ
が
、
そ
の
日
は
葉
山
の
鐙

ず
り
港
ま
で
海
上
を
運
ん
で
、
大
手
の
仲
買
に
売
っ
た
。 

 

終
わ
っ
た
の
が
と
う
と
う
夜
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
、

わ
れ
わ
れ
手
伝
い
の
若
者
は
逗
子
ま
で
送
っ
て
も
ら

い
、
ス
カ
線
で
鎌
倉
に
帰
っ
た
が
、
半
纏
に
頬
か
む
り

の
凄
い
か
っ
こ
う
で
乗
り
込
ん
だ
の
で
、
今
で
も
そ
の

時
の
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。
そ
の
う
え
、
お
昼
に
食

べ
た
も
の
は
蒸
か
し
芋
三
本
だ
け
だ
っ
た
の
で
、
空
腹

は
耐
え
ら
れ
な
い
ば
か
り
だ
っ
た
。
そ
の
頃
の
鎌
倉
は

食
糧
難
で
、
み
ん
な
食
べ
る
も
の
に
不
自
由
し
て
い
た
。

漁
師
も
、
ご
飯
の
入
っ

た
お
鉢
を
抱
え
て
舟

に
乗
り
込
み
、
味
噌
と

七
輪
で
汁
を
料
理
し

て
急
い
で
掻
き
込
む

の
が
普
通
だ
っ
た
が
、

そ
の
お
鉢
を
持
ち
込

む
人
も
少
な
い
時
期

だ
っ
た
。 

こ
ん
な
に
豊
か
な

漁
場
は
そ
の
後
だ
ん

だ
ん
消
え
て
い
っ
た
。

大
漁
旗
を
掲
げ
て
、
陸
（
お
か
）
に
ま
で
響
く
か
け
声

で
帰
っ
て
行
く
事
は
だ
ん
だ
ん
無
く
な
っ
た
。
若
者
は

漁
師
を
継
ぐ
者
も
い
た
が
、
外
に
就
職
し
て
離
れ
て
い

く
者
が
多
く
な
っ
た
。
ま
た
昭
和
三
十
年
代
か
ら
五
十

年
代
ま
で
、
機
械
あ
ぐ
り
を
や
る
大
手
の
船
団
が
、
由

比
ヶ
浜
沖
や
三
浦
半
島
で
大
量
に
魚
を
捕
っ
て
い
っ

た
。
根
こ
そ
ぎ
と
い
っ
て
も
良
い
く
ら
い
だ
。
電
探
を

持
っ
て
い
る
三
つ
の
船
団
が
沖
で
操
業
し
て
い
た
。 

私
が
二
十
年
余
の
「
東
宝
映
画
」
の
仕
事
が
終
わ
り
、

浜
に
帰
っ
て
み
る
と
、
世
代
が
代
わ
り
、
か
つ
て
の
漁

師
達
は
年
を
取
り
、
浜
で
日
向
ぼ
っ
こ
を
し
て
い
る
よ

う
だ
っ
た
。（
平
成
二
十
三
年
聞
き
取
り
） 

 

加
藤
茂
雄
氏
は
鎌
倉
長
谷
に
生
ま
れ
、
高
等
小
学
校

卒
業
後
、
石
川
島
の
工
員
と
し
て
働
き
な
が
ら
夜
は
自

習
工
業
学
校
で
学
ん
だ
。
そ
の
後
横
浜
市
立
工
業
学
校

（
甲
種
）
夜
間
機
械
科
の
ち
に
建
築
科
で
学
ん
だ
。
や

が
て
応
召
が
あ
り
、
宇
都
宮
で
終
戦
を
迎
え
た
。
昭
和

二
十
一
年
光
明
寺
で
始
ま
っ
た
「
鎌
倉
大
学
」
演
劇
科

に
入
学
。
卒
業
後
、
黒
沢
組
助
監
督
の
廣
澤
榮
氏
（
鎌

倉
ア
カ
デ
ミ
ア
演
劇
科
で
同
窓
）
に
誘
わ
れ
、
俳
優
と

し
て
「
東
宝
」
へ
入
る
。
黒
沢
監
督
の
「
七
人
の
侍
」

百
姓
役
で
出
て
い
る
。
大
部
屋
俳
優
と
し
て
そ
の
後
二

十
年
余
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
多
く
の
映
画
に
出
演
し

て
来
た
。
現
在
は
浜
で
漁
師
の
手
伝
い
を
し
な
が
ら
映

画
関
係
の
ト
ー
ク
に
招
か
れ
る
こ
と
も
多
い
。
「
俳
優

と
漁
師
の
二
足
の
草
鞋
」
と
言
わ
れ
た
時
も
あ
っ
た
。

ま
た
八
年
目
を
迎
え
る
「
鎌
倉
ア
カ
デ
ミ
ア
を
伝
え
る

会
会
長
」
と
し
て
元
気
に
が
ん
ば
っ
て
い
る
。 
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